
弁
護
士
業
の
必
要
経
費

〜
政
治
連
盟
会
費
、
役
員
立
候
補
費
用
な
ど
〜

は
じ
め
に

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
は
、
税
理
士
の

た
め
に
、
営
利
企
業
に
頼
ら

ず
、
税
理
士
自
身
の
手
に
よ
っ

て
作
ら
れ
、
維
持
さ
れ
て
き
た

税
理
士
の
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
で
す
か
ら
、「
税
理
士
」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
す
る

と
、
１
０
５
２
件
も
の
情
報
が

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
専
門
職
と
し
て
の
特

殊
性
か
ら
、
税
理
士
・
弁
護
士
・

公
認
会
計
士
・
司
法
書
士
な
ど

の
専
門
職
業
人
に
関
す
る
情
報

も
数
多
く
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

税
理
士
業
務
に
関
連
し
て

は
、
近
時
、
高
度
な
専
門
家
責
任

を
問
わ
れ
る
損
害
賠
償
請
求
訴

訟
が
多
発
し
て
い
ま
す
が
、
事

業
所
得
の
申
告
に
際
し
、
必
要

経
費
と
家
事
関
連
費
を
め
ぐ
る

争
訟
事
例
も
相
次
い
で
い
ま
す
。

１
、
最
新
の
注
目
裁
決

本
年
３
月
２４
日
、
仙
台
国
税

不
服
審
判
所
が
下
し
た
次
の
未

公
開
裁
決
は
、
国
家
資
格
に
よ

り
登
録
し
、
強
制
加
入
の
税
理

士
会
の
役
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
多
く
の
税
理
士
の
注
目

を
集
め
て
い
る
裁
決
で
す
。

【
所
得
税
】【
裁
決
】

【
法
令
コ
ー
ド
】
Ｆ
０
―
１
―

３
２
０

２
、
事
案
の
概
要

こ
の
事
件
は
、
弁
護
士
甲
が
、

事
業
所
得
の
必
要
経
費
と
し
て

申
告
し
た
交
際
費
等
に
つ
い

て
、
原
処
分
庁
が
、
弁
護
士
会

の
役
員
等
と
し
て
支
出
し
た
費

用
は
、
家
事
関
連
費
で
あ
っ
て

必
要
経
費
に
算
入
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
し
て
、
更
正
処
分

等
を
行
っ
た
の
に
対
し
、
甲
が

こ
れ
ら
の
処
分
の
全
部
の
取
消

し
を
求
め
た
と
い
う
事
案
で
す

３
、
争
点

本
件
に
お
い
て
は
、
弁
護
士

会
役
員
立
候
補
に
際
し
支
出
し

た
立
候
補
写
真
撮
影
費
、
立
候

補
納
付
金
、
選
挙
対
策
費
等
、

役
員
へ
の
就
退
任
に
際
し
て
配

布
し
た
記
念
品
・
挨
拶
状
等
の

費
用
及
び
弁
護
士
政
治
連
盟
会

費
等
が
弁
護
士
業
の
必
要
経
費

に
当
た
る
か
又
は
家
事
関
連
費

と
さ
れ
る
か
が
争
点
で
す
。

４
、
当
事
者
双
方
の
主
張

１

請
求
人
弁
護
士
甲
の
主
張

弁
護
士
は
、
弁
護
士
会
等
に

所
属
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
会
務
を
行
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
た
め
、
甲
個
人
の
弁
護

士
活
動
と
弁
護
士
会
等
の
活
動

は
、
経
済
実
態
と
し
て
み
れ
ば

す
べ
て
が
一
体
不
可
分
の
も
の

で
、
い
ず
れ
も
弁
護
士
法
の
直

接
の
義
務
若
し
く
は
理
念
を
体

現
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
①
弁

護
士
会
役
員
立
候
補
費
用
、
②

新
年
会
費
用
、
③
弁
護
士
会
等

の
役
員
と
し
て
支
出
し
た
接
待

交
際
費
、
④
記
念
品
の
作
成
費

用
及
び
挨
拶
状
の
送
付
に
か
か

る
費
用
、
⑤
弁
護
士
政
治
連
盟

関
連
の
支
出
等
は
、
弁
護
士
報

酬
を
得
る
た
め
に
直
接
要
す
る

活
動
に
伴
う
費
用
で
あ
る
。

２

原
処
分
庁
の
主
張

①
弁
護
士
会
で
の
甲
の
活
動
は

役
員
等
と
し
て
の
活
動
で
あ

り
、
甲
個
人
の
事
業
所
得
を
得

る
た
め
の
収
益
事
業
活
動
と
同

一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

②
役
員
選
挙
は
、
甲
の
意
思
に

基
づ
い
て
立
候
補
し
た
も
の
で

あ
り
、
客
観
的
に
み
て
、
事
業

遂
行
上
、
通
常
必
要
な
費
用
と

は
認
め
ら
れ
な
い
。

③
新
年
会
費
用
は
、
同
期
の
新

年
会
費
用
で
あ
り
、
家
事
費
と

認
め
ら
れ
る
。

④
弁
護
士
会
の
役
員
等
と
し
て

支
出
し
た
懇
親
会
費
は
弁
護
士

会
の
運
営
を
円
滑
に
行
う
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
甲
の
事
業
遂

行
上
、
通
常
必
要
な
費
用
と
は

認
め
ら
れ
な
い
。

⑤
記
念
品
及
び
挨
拶
状
は
、
甲

の
事
業
遂
行
上
通
常
必
要
な
費

用
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

５
、
審
判
所
の
判
断

１

弁
護
士
会
等
の
役
員

弁
護
士
は
弁
護
士
会
に
入
会

し
、
日
弁
連
の
弁
護
士
名
簿
に

登
録
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

当
然
入
会
し
た
弁
護
士
会
及
び

日
弁
連
の
会
員
と
な
る
が
、
弁

護
士
会
等
の
役
員
と
な
る
こ
と

は
、
弁
護
士
法
等
に
よ
っ
て
弁

護
士
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

も
の
で
は
な
い
と
認
め
ら
れ
る
。

２

役
員
活
動
と
業
務
関
連
性

弁
護
士
会
の
役
員
と
し
て
の

活
動
は
、
弁
護
士
会
の
運
営
に

関
す
る
事
項
等
を
理
事
会
等
に

お
い
て
審
議
す
る
こ
と
で
あ

り
、
弁
護
士
会
等
の
役
員
等
と

し
て
活
動
し
た
結
果
、
弁
護
士

等
の
品
位
が
保
持
さ
れ
、
事
務

の
改
善
進
歩
が
図
ら
れ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
は
弁
護
士
等
全
体

に
と
っ
て
の
利
益
で
あ
り
、
そ

れ
が
弁
護
士
甲
個
人
の
弁
護
士

業
務
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
そ
れ
は
飽
く
ま
で
も

間
接
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、

甲
が
支
出
し
た
弁
護
士
会
等
の

役
員
等
と
し
て
の
活
動
費
は
、

甲
の
弁
護
士
業
務
に
直
接
の
関

連
を
有
し
、
業
務
遂
行
上
通
常

必
要
な
支
出
で
あ
る
と
は
認
め

ら
れ
な
い
。

３

役
員
活
動
に
係
る
費
用

仮
に
甲
が
弁
護
士
会
等
の
役

員
等
と
し
て
活
動
し
た
結
果
、

多
く
の
弁
護
士
と
接
し
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
が
で
き
、
他
の

弁
護
士
よ
り
紹
介
案
件
が
得
ら

れ
る
等
、
弁
護
士
業
務
に
利
益

が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
役
員
等

と
し
て
の
活
動
費
が
業
務
と
関

連
を
有
す
る
家
事
関
連
費
に
該

当
す
る
と
し
て
も
、
弁
護
士
業

務
の
遂
行
上
直
接
必
要
で
あ
る

部
分
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
、
こ
れ

ら
の
費
用
の
額
を
必
要
経
費
に

算
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

４

記
念
品
、
挨
拶
状
の
費
用

記
念
品
及
び
挨
拶
状
は
、
役

員
就
任
に
よ
り
、
弁
護
士
と
し

て
の
法
的
サ
ー
ビ
ス
が
お
ろ
そ

か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
詫
び

る
旨
、
ま
た
、
挨
拶
状
に
は
、

役
員
を
退
任
し
、
本
来
職
務
に

専
念
し
始
め
て
い
る
旨
の
記
載

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
の
職

務
に
係
る
状
況
等
の
周
知
を
含

め
、
甲
の
弁
護
士
業
務
の
広
告

宣
伝
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
す
る

と
、
記
念
品
及
び
挨
拶
状
が
、

弁
護
士
会
等
の
役
員
の
就
退
任

に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
費

用
は
、
弁
護
士
業
務
に
直
接
の

関
連
を
有
し
、
業
務
遂
行
上
通

常
必
要
な
支
出
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
経
費

の
額
に
算
入
す
る
の
が
相
当
で

あ
る
。

５

弁
政
連
費
の
業
務
関
連
性

弁
政
連
は
、
日
弁
連
か
ら
は

独
立
し
た
団
体
で
、
政
治
資
金

規
正
法
に
基
づ
き
弁
護
士
活
動

に
理
解
の
あ
る
公
職
の
候
補
者

に
対
し
、
政
治
的
後
援
活
動
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
政
治

団
体
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
弁
政
連
会
費

は
、
政
党
又
は
公
職
の
候
補
者

の
後
援
の
た
め
と
認
め
ら
れ
る

か
ら
、
弁
政
連
関
連
支
出
が
、

弁
護
士
の
事
業
所
得
の
増
額
に

つ
な
が
る
活
動
の
た
め
の
支
出

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
支

出
は
弁
護
士
業
務
に
直
接
の
関

連
を
有
し
、
業
務
遂
行
上
通
常

必
要
な
支
出
で
あ
る
と
は
認
め

ら
れ
ず
、
仮
に
業
務
と
関
連
を

有
す
る
家
事
関
連
費
に
該
当
す

る
と
し
て
も
、
業
務
の
遂
行
上

直
接
必
要
で
あ
る
部
分
を
明
ら

か
に
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る

か
ら
、
こ
れ
を
必
要
経
費
に
算

入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

６
、
類
似
す
る
判
決
・
裁
決

必
要
経
費
と
家
事
関
連
費
と

の
区
分
を
巡
る
左
記
の
判
決
・

裁
決
も
ご
参
考
に
。

朝
倉

洋
子﹇
目
黒
﹈

本
会
は
平
成
２１
年
度
の
電
子
申
告
普
及
・
推

進
に
関
す
る
施
策
と
し
て
、
各
支
部
に
本
会
委

員
と
し
て
１
３
６
名
の
「
電
子
申
告
推
進
委

員
」（
以
下
「
推
進
委
員
」
と
い
う
。
）
を
置
く

こ
と
と
致
し
ま
し
た
。「
推
進
委
員
」
は
、
電

子
申
告
の
普
及
・
推
進
に
関
し
て
、
助
言
等
を

必
要
と
す
る
会
員
（
以
下
「
対
象
会
員
」
と
い

う
。
）
に
対
し
て
、
電
話
等
に
よ
り
助
言
を
す

る
と
と
も
に
、
電
子
申
告
の
未
利
用
会
員
に
対

し
て
、
そ
の
利
用
を
積
極
的
に
勧
奨
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、「
推
進
委
員
」
は
、
本
会
情
報
シ
ス

テ
ム
委
員
会
（
以
下
委
員
会
と
い
う
。
）
か
ら

関
連
資
料
・
情
報
等
の
提
供
を
受
け
、
委
員
会

と
協
力
し
て
支
部
会
員
の
電
子
申
告
推
進
・
普

及
に
努
め
、
具
体
的
な
機
器
操
作
等
に
つ
い
て

必
要
が
あ
る
と
き
は
、「
対
象
会
員
」
の
希
望

す
る
ベ
ン
ダ
ー
に
協
力
依
頼
を
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
委
員
会
は
「
推
進
委
員
」
が
電
子
申
告

に
携
わ
る
ベ
ン
ダ
ー
各
社
に
直
接
協
力
依
頼
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
会
員
が
電
子
申
告
に
関
し
て
、
相
談

等
が
あ
る
場
合
、「
推
進
委
員
」
に
ご
連
絡
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
電
子
申
告
未
利
用
会
員
に
「
推
進
委

員
」
か
ら
電
子
申
告
利
用
の
勧
奨
が
あ
り
ま
す

の
で
是
非
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。本

会
と
支
部
が
一
致
協
力
し
て
さ
ら
な
る
電

子
申
告
普
及
・
推
進
に
努
め
ま
す
の
で
本
会
会

員
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
税
連
認
証
局
発
行
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
の
取
得
状
況

日
税
連
で
は
、
電
子
認
証
局
の
電
子
証
明
書

（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）
は
、
電
磁
的
世
界
の
税
理
士

証
票
と
い
う
位
置
付
け
と
の
認
識
を
持
ち
（
証

票
と
同
様
）
、
会
員
全
員
が
取
得
す
べ
き
で
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。

日
税
連
発
行
の
電
子
証
明
書
の
取
得
状
況

は
、
平
成
２１
年
５
月
末
日
現
在
、
全
国
で
の
取

得
割
合
は
、
６２
・
９９
％
と
な
っ
て
お
り
、
本
会

は
５１
・
５５
％
で
あ
り
ま
す
。
全
国
１５
単
位
会
で

最
下
位
で
、
５０
％
台
は
本
会
の
み
と
な
っ
て
お

り
、
２
人
に
１
人
が
日
税
連
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
取

得
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
著
し
く
全
国
平

均
の
取
得
割
合
を
下
げ
る
要
因
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
本
会
の
す
べ
て
の
会
員
に
取
得
し
て
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
２０
年
度
の
電
子
申
告
状
況

①

全
国
の
電
子
申
告
利
用
状
況

平
成
２０
年
度
の
電
子
申
告
状
況
は
、「
オ
ン

ラ
イ
ン
利
用
促
進
対
象
手
続
」
は
、
全
国
で
は
、

１
千
６
万
８
千
件
（
利
用
率
２９
・
４２
％
、
前
年

対
比
１
７
４
％
）
で
、
東
京
国
税
局
管
内
で
は
、

１
６
５
万
３
千
件
（
利
用
率
１９
・
００
％
、
前
年

対
比
１
６
１
％
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
大
阪

国
税
局
管
内
で
は
、
１
８
４
万
５
千
件
で
東
京

国
税
局
を
上
ま
わ
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
国
税

局
と
比
べ
て
も
最
低
の
利
用
率
で
あ
り
ま
す
。

②

本
会
の
電
子
申
告
利
用
状
況

本
会
の
独
自
の
調
査
に
よ
る
利
用
状
況
は
、

電
子
申
告
開
始
届
出
書
提
出
は
、
８
８
２
１
件

（
５２
・
５０
％
）
で
ま
だ
４７
・
５０
％
（
補
助
税
理

士
等
除
く
。
）
の
会
員
が
電
子
申
告
開
始
届
書

の
提
出
が
な
く
、
是
非
と
も
開
始
届
出
書
の
提

出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
代
理
送
信
は
４
６
３
２
会
員
（
２７
・

６
％
）
が
利
用
し
、
２０
年
度
に
新
規
に
代
理
送

信
を
し
た
会
員
は
１
９
１
１
人
で
、
前
年
度
に

比
べ
著
し
く
減
少
し
て
お
り
、
今
後
新
規
の
利

用
会
員
を
増
加
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
、
本
会
会
員
の
す
べ
て
が
日
税
連
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
の
取
得
、
電
子
申
告
開
始
届
出
書
の

提
出
、
そ
し
て
本
人
及
び
納
税
者
の
代
理
送
信

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

森

外
志
廣

電電
子子
申申
告告
普普
及及
・・
推推
進進
にに
関関
すす
るる
「「
推推
進進
委委
員員
」」
設設
置置
のの

施施
策策
とと
平平
成成
２２００
年年
度度
のの
電電
子子
申申
告告
状状
況況
にに
つつ
いい
てて

情
報
シ
ス
テ
ム
委
員
会
担
当
常
務
理
事

TAINSコード

Z２５５１０２５５

Z２５４ ９５９４

Z２５４ ９０００

Z０１６ ０１９３

J６６ ２１０

F０ １ ０２３

テーマ

関与先への貸付金の貸倒損失

税理士業の推計課税

司法書士の業務委託手数料

弁護士業務を手伝う家族の学資金

弁護士の大学院授業料

司法書士の同業者との交際費

№

�
�
�
�
�
�
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